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日本印刷産業連合会は、去る10月19日（水）16 時より東
京都品川区・DNP五反田ビル（ホール）において、「2022Ｇ
Ｐ環境大賞等表彰式並びに「印刷と私」トークショー」を開
催いたしました。今回は、コロナ禍ということもあり、受賞者
中心の100 名ほどの参加で行われました。

北島会長挨拶

開催にあたり主催者を代表
して北島義斉会長が挨拶を
行い、「ＧＰ認定制度の基準
は、近年社会の目標である
SDGsのゴールとターゲットに
連動すると考えている。顧客
企業からのＧＰ工場への印
刷発注はサプライチェーンを
通じた SDGs の達成に寄与
すると考える」と、受賞者へ
の祝辞とともにＧＰ認定制度
の重要性を強調しました。

ＧＰ環境大賞ゴールドプライズ表彰　小池都知事挨拶

次にＧＰマーク表示
印刷製品を多く発注し
たクライアントに贈られ
る2022ＧＰ環境大賞・
準大賞の表彰が行われ
ました。プレゼンター
はグリーンプリンティ
ングＰＲ大使の小山薫
堂氏。最初に過去３回
ＧＰ環境大賞を受賞し
ている東京都にＧＰ環
境大賞ゴールドプライ

ズを贈呈。東京都を代表し小池都知事が登壇し、小山薫堂
PR大使から表彰状と記念の盾が手渡されました。小池都知
事に次のようなご挨拶をいただきました。「東京都は、環境配
慮に対しいつもトップランナーであるべきだと常々考えている。
どのような考えで東京都が印刷発注するかは、国全体に影響

を与えると、その責任を感じながら発注している。環境大臣
として 2005 年にクールビズを始めた。気候変動に対し各自
が意識を変えていこうという取組である。VOC 対策では印刷
業界にも大変なご協力をいただいた。一人一人が主体性を持っ
て、どういう方向で対応を進めるかが一番重要なこと。印刷
業界では印刷物の原材料の調達が厳しいと思う。電力も厳し
い中で、東京都ではＨＴＴ（電力を減らす (H)、創る (T)、蓄
める (T)）を進め、厳しい冬を乗り切ろうとしている。気候変
動、エネルギー危機、食糧危機等があるが、むしろピンチを
チャンスに変えることを皆さんとともに進めたい」。

ＧＰ環境大賞・準大賞表彰　河村三鷹市長挨拶

ＧＰ環境大賞は、あ
いおいニッセイ同和損
害保険（株）、（株）ジェ
イアール東日本企画、
東武鉄道（株）、（株）
ホテルショコラ、（株）
あわしま堂、ＧＰ環境
準大賞は三鷹市をはじ
め11社・団体に贈られ、
河村三鷹市長からご挨
拶をいただきました。「表
彰式が始まる前に本会
場1階のP&Iラボの展示を見せてもらった。印刷業界は環
境だけでなく技術革新が素晴らしい。展示内に「未来を当た
り前にする」とあったが、今回の受賞は未来に期待して頑張
れという賞だと思っている。地域の中でみなさんと一緒に環

主催者挨拶　北島義斉会長

河村三鷹市長受賞の挨拶

ＧＰ環境大賞・準大賞受賞者

小池都知事受賞の挨拶

2022ＧＰ環境大賞等表彰式
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述べられました。「2006 年度から印刷を発注していたＧＰ工場
のアドバイスによって、ＪＲ東日本に話をし、印刷物にＧＰマー
クを表示している。2015 年の第１回ＧＰ環境大賞から７年間連
続して、大賞や準大賞をいただいている。環境配慮とSDGs
の対応として、私たちやこどもたちの未来に向けて、パンフレッ
ト等の印刷などみなさまと協力して取り組んでいきたい」。

挨拶　小山薫堂ＰＲ大使

小山薫堂グリーンプリンティングＰＲ大使の挨
拶として「本式典ではクライアントと製造者を一
緒に表彰している。これは SDGsの『つくる責任、
つかう責任』という作り手と使い手が一緒に手
を組んで目標に向かっていく素晴らしい賞だと
思っている。一つの業界を変えていくときに、一
つの賞を設定したことによって、皆が同じ方向に
向き、そこに相手を巻き込み、同じ未来に向かっ
ていける。この

仕組みは他の業界でも利用
すべき制度かなと思う。ＧＰ
環境大賞等のような制度が
印刷業界だけにとどまらず、
さまざまな業界で同じような
試みが広がっていけば、もっ
とよりよい未来に向かってい
くと思う」とあり、表彰式は
無事終了しました。

トークショーと閉会挨拶

ＧＰ環境大賞等表彰式終了後、１５分ほどの休憩を挟んだ
あと、小山薫堂ＰＲ大使と写真家ハービー・山口氏による「印
刷と私」トークショーを開催しました（その模様は次ページに
掲載します）。
トークショー後、菅野潔
グリーンプリンティング推進
部会長から閉会挨拶が行わ
れました。

グリーンプリンティングニュース
グリーンプリンティングニュース

境配慮をしなければならない、なお、三鷹市は「星空の街、
あおぞらの街」全国大会の今年の開催地となった。これは
未来に渡って大気汚染を減らしていきたいという宣言である。
環境問題を街づくりの中心に置いて頑張っていきたい」。

ＧＰマーク普及大賞・準大賞、ＧＰ資機材環境大賞表彰

続いて、ＧＰマーク普及
に貢献したＧＰ工場に対
し、プレゼンター北島会長
よりＧＰマーク普及大賞・
準大賞が贈られました。大
賞のＮＴＴ印刷（株）、（株）
笠間製本印刷、六三印刷
（株）、（株）北四国グラビ
ア印刷、（株）ＮＡＣＡＭＵ

ＲＡの５社に表彰状が会長から手渡された後、準大賞の１２
社を代表して岩岡印刷工業（株）に表彰状が授与されました。
環境に配慮したＧＰ資機材認定製品を多く提供していただ

いているメーカーを表彰するＧＰ資機材環境大賞では、コダッ
ク合同会社とコニカミノルタジャパン（株）に表彰状が贈られ
ました。

代表謝辞

ＧＰ環境大賞、ＧＰマー
ク普及大賞、ＧＰ資機材環
境大賞の受賞者を代表して、
（株）ジェイアール東日本企
画首都圏統括支社支社長の
早坂玲氏が次の様に謝辞を

ＧＰマーク普及大賞・準大賞受賞者

ＧＰ資機材環境大賞受賞者
小山薫堂グリーンプリンティングＰＲ大使

閉会挨拶　菅野ＧＰ推進部会長代表謝辞　早坂支社長
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グリーンプリンティング（ＧＰ）認定事務局では、2017年か
ら毎年、ＧＰ認定制度の認知向上と印刷の意義や魅力を広く
発信することを目的に、グリーンプリンティングＰＲ大使の小
山薫堂氏とゲストによるトークショーを開催しています。6回
目になる今年は、10月19日（水）に行われたＧＰ環境大賞
等表彰式と同会場にて、初めてとなる公開収録を行いました。
ゲストには高名な写真家ハービー・山口氏をお招きし、小

山薫堂氏とのトークが繰り広げられました。トーク会場に隣
接するDNPのＰ＆Ｉラボを見学後、表彰式終了後の会場
にてスタート。まず、ハービー氏と印刷との関わりについて、
1985 年、35 歳のときロンドンの写真集の写真と印刷のクオ
リティーが高く評価されたこと。写真家として最終形態であ
る印刷した写真集が残ることが心強いこと。印刷がオリジナ
ルを超えるようなものを作ってくれれば素晴らしいとし、「写

「印刷と私」トークショースタート

小山薫堂氏 ハービー・山口氏

ＧＰ周知イベント「印刷と私」トークショーを開催
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第５１回ＧＰ工場交流会の開催

真家は撮るときに魂を入れる。印刷のときに魂を入れてもら
えればコラボレーションで魂が重なる」と熱く語られました。
小山薫堂氏から、「同じカメラなのにハービー氏には多くの
シャッターチャンスが訪れる。それは何なのか」と質問。ハー
ビー氏からロンドンのボーイ・ジョージや地下鉄で出会ったバ
ンドのザ・クラッシュの話、知らない民家の庭に入り込んでテ
レビを観ているお年寄りを撮った話など、シャッターチャンス
の秘話を次々に披露。その中で「人物写真を撮る最高のテク
ニックは、被写体の方の明日の幸せを祈ってシャッターを切る」
こと。そうすればトラブルはないし、そのポジティブが撮ら
れる人の警戒を解くことができる。人間力が大事であり、よ
い写真を撮ろうと思う気持ちに比例した数だけのシャッター
チャンスに巡りあえると答えました。
小山薫堂氏も感動したハービー氏の街のスナップショットの
スライドショーをゲイリー・ムーアの曲に合わせて上映後、偶
然に乗車したパンクバンドのドラムをしているタクシー運転手
の写真を撮り、それをきっかけに武道館が満員になった話、
お互いが知らない新幹線で出会ったピアニストの写真がツ
イッターで120万人のアクセスがあったことなど、不思議な出
来事を披露。
小山薫堂氏からは、最澄の「一隅を照らす」のように一つ
のことを頑張って幸せになったら輝くという話がなされまし
た。「ユーハイム」のバームクーヘンのレシピは変えていないが、
昨日よりちょっとでもおいしくしたい思いで焼き続け、味が進
化している話、モットーは「世の利をつくる愛でありたい」と

グリーンプリンティング認定事務局では、第５１回ＧＰ工場
交流会を10月27日（木）の15 時〜17 時 30 分に Zoomに
て開催しました。今回は、今年第 20 回印刷産業環境優良
工場表彰で経済産業大臣賞を受賞した株式会社太陽堂印刷
所、及び小規模事業所部門で日本印刷産業連合会会長賞を
受賞した製本会社の有限会社中正紙工に、受賞に至った環
境配慮活動について講演していただきました。太陽堂印刷所
は比較的小規模な工場ですが、各課の環境目標が明確に掲
げられ、ＧＰマークの普及、従業員の健康を配慮した工場内
のＶＯＣ対策、環境法規制対応の徹底、社内のコミュニケー
ションの活性化など、他の模範となる工場です。中正紙工は
カレンダーリンクや製本リンクが得意な会社で、騒音・悪臭対
策、省エネ対策はもちろんのこと、金具の素材を紙にしたり、

いう話など、二人の話が共鳴しあいながら進んでいきました。
会場を沸かせた二人の約 50 分に及ぶトークショーは、Ｐ
＆Ｉラボの見学風景も含め約 30 分にまとめ、YouTube のグ
リーンプリンティングチャンネルにて公開しています。ぜひご
覧ください。

裁ち落しのノートを地域住民やキッズクラブに配るなど、製本
会社や小規模事業所の模範となる企業です。
続いて、今回はじめての試みとして、ＧＰ工場同士の交流

が深まるようグループディスカッションを行いました。少人数
でありオンラインという気安さから、「わが社の環境配慮」を
テーマに自由に活発な情報交換が行われ、ＧＰ工場の交流
が深まった催しとなりました。参加者は５５名でした。

トークショー終了後観客を撮影
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※認定番号のアルファベットは所属団体を表しています。

第69回認定－新規グリーンプリンティング認定工場
（2022 年 12 月15日認定）

印刷部門 認定番号 会社名 工場・事業所名

オフセット B10293 第一印刷株式会社 本社工場

オフセット B10294 小宮山印刷株式会社 川里工場

オフセット E10010 株式会社帆風 竹橋プリンティングセンター

オフセット K10025 有限会社立川システム印刷

オフセット K10026 株式会社長谷工システムズ 東京支店

エコプロ２０２２　東京都環境局ブースでＧＰ制度説明

第６９回ＧＰ工場認定委員会開催、新規に5工場を認定

2022 年 12 月 7 日（水）グリーンプリ
ンティング認定事務局は、東京ビッグサイ
トで開催された「エコプロ２０２２」に出
展した東京都環境局ブースのミニステー
ジにおいて、「環境に配慮した印刷発注
方法と SDGs」というタイトルで、約４５
分間の説明を行いました。環境に配慮し
た用紙、インキ、製本加工方法、表面
加工方法の選択方法について触れたあ
と、印刷会社の選択方法としてＧＰ認定
工場の選択がベストである旨の説明を行
いました。なお、東京都の環境発注基準

「グリーン購入ガイド」の印刷基準では、
配慮事項としてＧＰ認定工場への発注が
明記されています。また、最後には印刷
の環境配慮とＳＤＧｓの関連についても
説明を行い、サプライチェーンとしてＧＰ
工場に発注することが SDGs の実現に寄
与する旨を強調しました。

日本印刷産業連合会は、第 69 回グリーンプリンティング工
場認定委員会を 2022 年 12 月15 日に開催し、認定が決定し
ました。新規 5 工場（いずれもオフセット印刷部門）と更新
33 工場、計 38 工場を認定しました。これで 2022 年 12 月現
在、活躍しているＧＰ認定工場は全国 443 工場になりました。

SDGs に向けた取組が意識されるようになった現状におい
て、印刷における SDGs の実現の寄与として、グリーンプリ
ンティング認定制度への問い合わせが増えています。また、
ＧＰ工場からのＧＰマーク表示の相談も増えており、サプライ
チェーンにおける印刷会社の役割と顧客への積極的な提案が
ますます重要になってきています。社会の要請に応えるべく、
今後、多くの GP 認定申請があることが見込まれます。

  また、同認定委員会において、GP 資機材の認定を実施し、
３社７製品（洗浄剤５製品、エッチ液１製品、インクジェット
型デジタル印刷機１製品）を認定いたしました。これで、認
定登録製品は 770 製品となり、資機材メーカーによる環境配
慮製品の提供が続いています。

エコプロ会場風景

グリーンプリンティングニュース
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